
設計指針の見直しの方向性について（たたき台）

Ⅰ．目的

Ⅲ．基本方針

Ⅱ．適用範囲

快適な教育研究
環境の確保

安全性の確保

室内環境
高齢者や身体障害者等 への配慮
コミュニケーション
情報通信システム
景観
地域環境との共生

維持保全に対する
配慮

地球環境問題に
対する配慮

耐久性の確保

点検・保守
清掃
修繕等

非構造部材
耐久性の高い材料の選択

環境配慮計画
ライフサイクルコストへの配慮
再生可能エネルギー
省エネルギー
建物外皮の断熱性能の確保

防災
防火
防犯
危険・有害物質

Ⅳ．施設水準を設定
する際の留意事項

設計条件の把握

設計コンセプトの
確立

プランニング

フィードバック

情報の収集
課題の整理

設計コンセプト
コンセンサス

施設長期計画との整合
施設の集約・複合化
各部の調和
コスト計画

Ⅴ．設計を進める際の
留意事項

１．国立文教施設設計指針（平成11年4月）の構成

資料3

国立大学が法人化へ移行し，国立大学法人の施設として求められる機能等を整理
技術の進歩，社会情勢の変化に対応した内容を整理
老朽化した施設の整備需要の増加に対応するため，改修する際の観点を追加
設計を進める際には，設計プロセスが重要であることから，内容を充足
文教施設を特徴づける主要な諸室について，諸室を設計する際の留意事項を追加

２．見直しの方向性


